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表
紙
の
写
真

「
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
」

　

本
史
料
は
尾
張
藩
士
大
塚
三
右
衛

門
の
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
、
約

三
百
点
の
史
料
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
、

今
回
そ
の
整
理
を
終
え
た
た
め
、
新

た
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
塚
家
は
、十
四
代
藩
主
慶
恕
（
慶

勝
）
を
補
佐
し
た
重
臣
で
あ
る
田
宮

如
雲
の
生
家
で
す
。
如
雲
の
父
大
塚

儀
平
（
の
ち
三
右
衛
門
）
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
愛
知
郡
御
器
所
村
（
現

名
古
屋
市
昭
和
区
）
に
九
十
三
石
、

海
東
郡
千
音
寺
村
（
現
名
古
屋
市
中

川
区
）
に
七
石
の
給
地
を
も
っ
て
い

ま
し
た
（「
尾
張
徇
行
記
」）。

　

史
料
の
時
代
は
、
儀
平
の
息
子
半

次
郎
（
の
ち
三
右
衛
門
）
と
そ
の
息

子
亀
治
郎
（
の
ち
儀
兵
衛
）
が
生
き

た
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初

期
に
あ
た
り
、
内
容
は
大
塚
家
の
先

祖
書
や
勤
書
、
名
古
屋
・
熱
田
の
町

政
に
関
す
る
も
の
、
絵
図
類
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
幕
末
期
に
亀
治
郎
が
京
都
裁
判

所
参
与
助
役
を
務
め
て
い
た
の
で
、

裁
判
に
関
す
る
内
容
や
当
時
の
京
都

で
の
出
来
事
を
記
録
し
た
史
料
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
同
時
期

に
在
京
し
て
い
た
如
雲
と
の
関
連
も

示
す
興
味
深
い
史
料
と
言
え
ま
す
。

一
連
の
史
料
を
読
ん
で
い
く
と
、
江

戸
か
ら
明
治
と
い
う
時
代
の
変
遷
の

さ
な
か
を
生
き
た
尾
張
藩
士
の
姿
が
、

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

本
年
度
四
月
に
公
文
書
管
理
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
立
公
文
書

館
は
も
と
よ
り
地
方
公
共
団
体
に
設
置
さ

れ
た
公
文
書
館
の
役
割
は
益
々
重
要
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
号
で
は
こ
れ
か
ら
の
本
県

公
文
書
館
の
役
割
を
考
え
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
私
ど
も
が
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
振

り
返
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

愛
知
県
の
公
文
書
館
は
、
都
道
府
県
レ

ベ
ル
で
は
全
国
十
三
番
目
の
施
設
と
し
て
、

公
文
書
館
法
施
行
（
昭
和
六
十
二
年
）
に

先
立
つ
昭
和
六
十
一
年
七
月
に
開
館
し
ま
し

た
。
施
設
は
愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
の
七

階
及
び
八
階
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
規
模
は

約
二
千
二
百
㎡
で
す
。
現
在
総
勢
十
一
名
の

ス
タ
ッ
フ
で
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
館
か
ら
の
二
十
七
年
間
に
収
集
し

た
所
蔵
資
料
は
、
約
十
七
万
二
千
点
に

な
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
公
文
書
約

八
万
七
千
点
、
刊
行
物
等
約
八
万
一
千
点
、

古
文
書
等
約
四
千
点
で
す
。

　

二
十
二
年
度
の
公
文
書
収
集
実
績
に

つ
い
て
は
、
廃
棄
予
定
文
書
簿
冊
数
約

十
万
五
千
冊
の
中
か
ら
収
集
基
準
に
合
致

す
る
も
の
約
千
二
百
冊
を
選
別
し
て
お
り
ま

す
。
移
管
作
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
総
合
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
公
文
書
館

サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
刊
行
物
に
つ
い
て
は
、
本
県
が
作

成
し
た
行
政
刊
行
物
を
中
心
に
二
十
二
年

度
に
お
い
て
約
千
点
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
資
料
の
う
ち
特
色
あ
る
も
の
と
し

て
は
、
幕
末
か
ら
明
治
四
年
に
か
け
て
の

名
古
屋
藩
庁
文
書
、
明
治
五
年
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
の
愛
知
県
庁
文
書
等
が
あ

り
ま
す
。
中
で
も
明
治
十
七
年
に
作
成
さ

れ
た
地
籍
図
・
地
籍
帳
は
県
内
の
ほ
と
ん

ど
の
地
域
の
も
の
を
所
蔵
し
て
お
り
、
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
の
利
用
点
数
約
八
千
五
百
点
の
う
ち
約

二
割
が
地
籍
図
・
地
籍
帳
の
利
用
で
し
た
。

　

入
館
者
数
は
、
年
間
約
五
千
人
で
す
。

延
べ
数
は
、
二
十
二
年
度
で
十
万
人
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
利
用
冊
数
は
、
年
間
一
万

前
後
で
、
延
べ
数
は
二
十
二
年
度
で
十
九
万

冊
を
超
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
複
写
利
用

枚
数
に
関
し
て
は
、
年
間
一
万
五
千
枚
〜

二
万
五
千
枚
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

所
蔵
資
料
の
紹
介
を
行
う
た
め
、
毎

年
度
企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
三
十
六
回
開
催
し
、
計
約

三
万
四
千
人
の
方
々
に
御
覧
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

人
気
の
高
か
っ
た
テ
ー
マ
は
、
平
成
八

年
度
開
催
の
「
愛
知
県
の
な
り
た
ち
（
明

治
初
期
の
藩
・
県
）」
と
平
成
十
九
年
度
開

催
の
「
愛
知
の
江
戸
時
代
（
村
の
古
文
書
・

古
地
図
か
ら
地
域
の
原
点
を
探
る
）」
で
す
。

い
ず
れ
も
来
館
者
数
は
千
五
百
人
を
超
え

ま
し
た
。

　

公
文
書
館
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
昨

年
度
か
ら
古
文
書
講
座
を
開
い
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
は
四
回
実
施
し
、
古
文
書
の

解
読
と
書
写
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
平
成

十
六
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
検
索
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
宅
や
会
社
か
ら
で
も
所

蔵
資
料
の
目
録
を
検
索
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
年
間
で
六
千
近
い
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
ま
す
。

　

所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は

平
成
十
四
年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
地
籍
図
・
地
籍
帳
を
中
心
と

す
る
約
六
千
点
の
資
料
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
へ
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
に
市
町
村
連
絡
会
議
を
開

催
し
、一
）
愛
知
県
に
お
け
る
公
文
書
保
存・

利
用
の
状
況
、
二
）
公
文
書
館
の
意
義
と

役
割
に
つ
い
て
説
明
を
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
二
月
に
市
町
村
の
公
文
書
担

当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
国
立
公
文

書
館
と
共
催
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

併
せ
て
公
文
書
館
機
能
を
有
す
る
施
設
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
県
内
の
地
方
公
共

団
体
等
に
対
し
職
員
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

と
し
て
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
愛
知
県
公
文
書
館
の
二
十
七
年

間
の
歩
み
で
す
。
こ
う
い
っ
た
実
績
等
を
踏

ま
え
、
県
民
の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
親
し
み

や
す
い
施
設
と
す
べ
く
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

愛
知
県
公
文
書
館
の
歩
み

館
長　

加
藤
慎
也
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本
年
度
の
企
画
展
「
古
文
書
に
み
る
尾

張
藩
士
」
で
は
、
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書

を
中
心
に
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
項
目
「
家
の
記
録
」
で
は
、
家
系

図
や
由
緒
書
等
、
家
に
関
す
る
史
料
か
ら

大
塚
家
の
系
譜
や
役
職
等
を
紹
介
し
、
大

塚
三
右
衛
門
が
支
配
し
て
い
た
土
地
や
村

に
つ
い
て
も
、
当
時
の
尾
張
藩
の
支
配
体

制
を
交
え
た
解
説
を
し
ま
し
た
。

　

第
二
項
目
「
町
の
記
録
」
で
は
、
主
に

名
古
屋
と
熱
田
の
町
に
関
す
る
史
料
を
展

示
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
町
の
様
子
や

制
度
等
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
多
く
の
来
館
者
が
「
尾
州
名

護
屋
御
城
御
普
請
諸
大
名
請
取
築
之
町
場

図
」
を
始
め
と
し
た
各
絵
図
類
に
見
入
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
項
目
「
京
都
の
記
録
」
で
は
、
幕

末
の
京
都
に
て
作
成
さ
れ
た
日
記
や
留
書

等
の
他
、「
賊
難
達
留
」（
犯
罪
を
記
録
し

た
も
の
）
や
役
職
任
命
書
等
、
京
都
裁
判

所
と
関
連
の
深
い
史
料
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
幕
末
の
尾
張
藩

士
の
動
き
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
大
変

有
意
義
な
史
料
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
展
示
さ
れ
た
史
料
は
大
塚

三
右
衛
門
家
文
書
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
展
示
さ
れ
な
か
っ
た
史
料
の
中
か
ら

特
に
注
目
す
べ
き
絵
図
類
を
以
下
に
紹
介

し
ま
す
。　

大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
に
は
、

右
に
挙
げ
た
史
料
中
の
数
点
を
含
む
十
九

点
を
記
録
し
た
「
図
面
雛
形
目
録
」
も
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
絵
図
類
が
ま
と

ま
っ
た
資
料
群
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。今
後
の
企
画
展
で
は
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
順
次
紹
介
し
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
公
文
書
館
所
蔵
資
料
へ
の
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

八
月
一
日
（
月
）
か
ら
十
月
七
日
（
金
）

に
か
け
て
、
収
蔵
資
料
展
「『
尾
張
名
所

図
会
』
で
小
旅
行
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
尾
張
名
所
図
会
」
は
、
寺
社
や
地
名
、

景
色
の
優
れ
た
場
所
の
由
緒
・
歴
史
や
街

道
・
河
川
、
名
産
品
等
を
挿
絵
付
き
で
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
書
物
で
、
天

保
十
五
年
に
前
編
七
巻
七
冊
が
、
明
治

十
三
年
に
後
編
六
巻
六
冊
が
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
本
館
に
は
、
明
治
四
十
三
年
に
再

版
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
尾
張
地
域
を
中
心
に

郡
ご
と
に
ま
と
め
て
展
示
し
、「
尾
張
名

所
図
会
」
で
描
か
れ
て
い
る
場
面
と
そ
の

場
面
の
現
在
地
の
写
真
を
併
せ
て
紹
介
す

る
こ
と
や
展
示
し
た
場
面
に
関
連
し
た
ク

イ
ズ
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
よ
り
わ
か
り

や
す
く
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。
参
観
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
は
、「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」、「
子
ど

も
と
楽
し
ん
で
小
旅
行
が
で
き
ま
し
た
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
御
協
力
い
た
だ

い
た
方
の
半
数
以
上
が
本
館
の
展
示
を
初

め
て
御
覧
に
な
る
方
で
し
た
。
今
回
の
展

示
を
通
じ
て
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
に
も

公
文
書
館
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会

に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
の
企
画
展
と
今
後

□
美
術
品
関
係
…
青
山
琵
琶
図
・
白

菊
琵
琶
表
之
図

□
武
具
・
服
飾
関
係
…
尾
張
国
海
東

郡
馬
嶋
村
明
眼
院
白
山
神
宝
鎧
櫃
之

図
・
カ
ツ
キ
并
被
衣
雛
形
・
上
官
着

用
貴
司

雛
形
・
軍
用
蒐
録
図
説
巻

之
一

□
備
品
関
係
…
（
提
灯
図
）・（
下
馬

札
寸
法
図
）

□
屋
敷
図
関
係
…
諸
大
名
屋
舗
別
附
・

江
戸
丸
之
内
略
図
・
吉
田
御
屋
敷
之

図□
城
下
町
・
町
絵
図
関
係
…
名
古
野

古
城
図
（
寛
永
年
中
名
古
屋
村
庄
屋

よ
り
差
出
さ
れ
た
も
の
）・（
名
古
屋

城
下
町
図
）（
江
戸
後
期
）

□
村
絵
図
関
係
…
安
永
四
未
年
前
津

小
林
村
明
細
図
・
前
津
小
林
村
字
附

図
・
岐
阜
中
之
図

□
街
道
関
係
…
（
街
道
宿
駅
略
図
）・

吉
備
地
里
銭
図

収
蔵
資
料
展
報
告

「
尾
張
名
所
図
会
」
で
小
旅
行

収蔵資料展の様子

収蔵資料展資料

県の木　ハナノキ
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今
回
は
、
大
塚
三
右
衛
門
家
文
書
の
中
か
ら
「
杖
足
袋
願
之
究
」
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
文
書
は
、
表
紙
に
「
摘
要
記
」
と
記
さ
れ
た
冊
子
中

の
「
杖
足
袋
願
之
究
」
と
い
う
項
目
の
一
部
で
す
。
こ
の
冊
子

は
縦
二
十
四
セ
ン
チ
、
横
十
七
セ
ン
チ
の
竪
帳
袋
と
じ
の
形
態

で
、
全
二
百
三
十
六
丁
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
冊
子
に
は
、
代

官
所
や
勘
定
奉
行
所
等
の
役
所
に
あ
て
る
文
書
の
様
式
を
示
し

た
「
手
形
裏
書
奥
書
」
や
養
子
を
取
る
場
合
の
規
定
等
を
記
載

し
た
「
養
子
願
一
巻
」
等
、
全
二
十
六
項
目
の
様
々
な
規
則
や

様
式
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
杖
足
袋
願
之
究
」
で
は
、
特
定
の
場
所
に
お
け
る
杖
と
足

袋
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。上
記
の
文
書
は
、

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
二
月
の
記
載
か
ら
、
雨
天
に
関
係
な

く
城
内
及
び
各
江
戸
屋
敷
の
御
門
・
前
御
門
・
御
守
殿
御
門
内

等
に
お
い
て
杖
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
足
袋
に
つ
い

て
は
、
尾
張
・
江
戸
共
に
殿
中
で
は
四
月
朔
日
か
ら
九
月
九
日

ま
で
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、

七
十
歳
以
上
の
者
は
御
目
付
に
断
っ
た
上
で
杖
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
、
病
気
や
痛
み
等
で
杖
や
足
袋
を
使
用
し
た
い
者
は
、

そ
の
都
度
御
目
付
へ
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
続
く
文
言
で
は
、
各
役
人
が
杖
や
足
袋
を
用
い
た
い
場
合

の
役
職
ご
と
の
届
出
先
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
士
の
服
装
に
関
す
る
大
綱
は
、慶
長
二
十
年（
一
六
一
五・七
月

よ
り
元
和
に
改
元
）
に
江
戸
幕
府
二
代
将
軍
秀
忠
が
発
布
し

た
「
武
家
諸
法
度
」
に
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
年
に
定
め

ら
れ
た
「
柳
営
年
中
行
事
服
立
」（
幕
府
の
制
服
規
定
）
に
は
、

足
袋
を
着
用
す
る
時
期
と
場
合
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
上
の

文
書
は
そ
れ
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
と
も
と
足
袋
は
革
で
作
ら
れ
、
黒
・
黄
・
紫
等
色
彩
に
も

富
ん
で
い
ま
し
た
。
男
性
は
革
足
袋
で
公
儀
も
勤
め
て
い
ま
し

た
が
、
天
和
期
（
一
六
八
一
〜
一
六
八
三
）
頃
よ
り
木
綿
の
足

袋
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
宝
永
期
（
一
七
〇
四
〜

一
七
一
〇
）
に
は
、
徒
歩
で
登
城
す
る
際
に
、
木
綿
の
足
袋
が

汚
れ
な
い
よ
う
に
革
の
足
袋
を
重
ね
て
履
き
、
城
で
革
足
袋
を

脱
い
で
木
綿
の
足
袋
で
役
を
勤
め
た
役
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

（
喜
田
川
守
貞『
近
世
風
俗
史
』）　　
　
　
　
　
（
早
水
久
美
子
）

古
文
書
解
読
講
座

古
文
書
解
読
講
座

杖
足
袋
願
之
究

安
永
九
子
二
月

一
御
城
内
杖
用
候
儀
、
雨
天
之
節
と
も
可
レ
為
二
無
用
一
候

一
於
二
江
戸
市
谷
御
屋
敷
内
中
段
御
門
内
前
御
門
内

御
守
殿
御
門
内
并
御
部
屋
御
殿
御
構
内
一
雨
天
之
節
共

可
レ
為
二
無
用
一
候

一
殿
中
足
袋
用
候
儀
、
尾
州
江
戸
共
四
月
朔
日
よ
り
九
月

九
日
迄
可
レ
為
二
無
用
一
候

一
七
拾
歳
已
上
之
輩
ハ
杖
用
度
旨
御
目
付
江
断
之
上
不
レ
苦
筈
、

右
之
趣
得
二
其
意
一
向
後
心
得
違
無
レ
之
様
可
レ
致
候
、
病
気
痛
所

等
有
レ
之
杖
足
袋
相
用
度
輩
ハ
節
々
御
目
付
江
相
達
可
レ
任
二
指
図
一

候

同
年

一
御
側
向
之
輩
杖
相
願
度
輩
ハ
、
其
訳
御
用
人
江
相
達
可
レ

任
二
指
図
一
候
筈

但
奥
御
茶
道
御
小
納
戸
詰
ハ
、
御
小
納
戸
江
申
達
右
役
よ
り

御
用
人
江
相
達
候
筈

一
御
側
向
之
輩
并
奥
御
茶
道
御
小
納
戸
詰
ハ
御
小
納
戸
江
相
達

之
内
、
杖
足
袋
相
用
候
儀
候
ハ
ヽ
、
御
目
付
江
届
候
筈

同
年
五
月
三
日

一
奥
御
茶
道
御
小
納
戸
詰
之
外
、
御
小
納
戸
支
配
之
内
、
足
袋

相
用
度
輩
ハ
、
都
而
御
用
人
江
申
達
候
筈

同
十
丑
閏
五
月

一
病
気
依
頼
痛
所
等
ニ
而
足
袋
用
度
願
之
輩
、
向
後
三
月
廿
五
日

限
ニ
願
可
二
差
出
一
候

（
原
本
消
し
）

（
原
本
消
し
）
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本
館
で
は
刊
行
物
を
保
管
す
る
場
合
、

開
架
室
と
書
庫
の
二
つ
の
保
管
場
所
が
あ

り
ま
す
。参
考
図
書
や
寄
贈
書
は
開
架
に
、

行
政
刊
行
物
は
開
架
と
書
庫
に
一
部
ず
つ

保
管
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
普
段
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
、
開
架
室
に
あ
る
図
書
や
資
料
に
つ
い

て
、
配
置
図
を
参
考
に
説
明
し
ま
す
。

参
考
図
書
・
寄
贈
図
書　

国
語
辞
典
や

漢
和
辞
典
、
世
界
大
百
科
事
典
な
ど
の
辞

典
類
や
、
寄
贈
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

県
史
・
市
町
村
史
誌　

愛
知
県
史
以
外

に
も
、
県
内
の
市
町
村
史
誌
（
例 

岡
崎

市
史
・
田
原
町
史
な
ど
）
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
が
、 

全
て
の
市
町
村
の
も
の
が
揃
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
内
・
県
外
資
料
館
等
寄
贈
資
料

県
内
の
資
料
館
・
博
物
館
等
の
年
報
や
企

画
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
他
都
道
府
県
の
史

誌
類
や
、
他
公
文
書
館
の
年
報
等
の
寄
贈

資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

県
刊
行
物
（
平
成
十
二
年
四
月
以
降
）

県
刊
行
物
（
平
成
十
二
年
三
月
以
前
）

愛
知
県
が
発
行
し
て
い
る
刊
行
物
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。（
例 

愛
知
県
統
計
年
鑑
・

県
立
高
校
学
校
案
内
な
ど
） 

中
日
新
聞
縮
刷
版　

平
成
元
年
か
ら

開
架
、
そ
れ
以
前
（
当
館
所
蔵
は
昭
和

四
十
八
年
五
月
か
ら
）
は
書
庫
に
あ
り
ま

す
。マイ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム　

明
治
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
の
新
聞
（
例 

新
愛
知
・

名
古
屋
新
聞
）
や
、
太
政
類
典
・
公
文
録

等
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
、
国
に
お
い

て
公
文
書
管
理
法
が
施
行
（
公
布
は
平
成

二
十
一
年
七
月
）
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

公
文
書
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
体
を
含
め
、
全
国
的
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。地
方
自
治
体
の
中
に
は
、

同
法
の
制
定
・
施
行
を
契
機
に
、
公
文
書

管
理
制
度
の
見
直
し
や
公
文
書
館
機
能
を

持
つ
施
設
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
自

治
体
が
あ
り
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
大
府
市
が
、
平
成

二
十
二
年
度
か
ら
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る

公
文
書
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
、
将
来

の
施
設
設
置
を
含
め
た
取
組
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
市
の
職

員
で
構
成
さ
れ
た
「
大
府
市
歴
史
的
公
文

書
判
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
保
存
期
間

を
終
了
し
た
市
の
公
文
書
の
中
か
ら
、
歴

史
的
価
値
の
あ
る
文
書
を
選
別
す
る
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
に
は
、
大
府
市
か
ら
の
要

望
を
受
け
、本
館
の
職
員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
し
、
歴
史
的
公
文
書
の
判
定

及
び
保
存
・
運
用
等
に
関
す
る
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。
県
内
の
自
治
体
に
対
し
て
、

公
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
適
切
な
助
言
や

支
援
を
行
う
こ
と
は
本
県
の
責
務
で
あ
り
、

今
後
も
自
治
体
か
ら
の
要
望
に
は
積
極
的

に
応
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

������

本
館
所
蔵
の
行
政
刊
行
物

利
用
ガ
イ
ド

史誌

史誌

史誌

事

大
府
市
歴
史
的
公
文
書

判
定
委
員
会
参
加
報
告



̶ 6 ̶

平成24年3月19日 第16号愛知県公文書館だより

　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
四
日
に
本
館
に

お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
東
海
北
陸
地

区
公
文
書
等
保
存
利
用
事
務
協
議
会
の
総

会
及
び
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

協
議
会
は
、
会
員
相
互
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
研
究
協
議
を
通
じ
て
、
公
文
書

等
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
し
、
利
用
に

供
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
東
海
地
区
の
自
治
体
が
中
心
と
な
っ

て
、平
成
元
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

設
立
以
来
、
本
協
議
会
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
公
文
書
等
の
収
集
・
整
理
・
保

存
及
び
利
用
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
し

た
り
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、

静
岡
県
、
名
古
屋
市
の
八
自
治
体
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度
は
本
県
が
会
長
及
び
事

務
局
を
務
め
て
い
る
た
め
、
本
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
会
員
が
参
加
（
参
加
者
数
は

十
三
名
）
し
、
総
会
で
は
、
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業

計
画
案
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
研
究
会
で
は
、「
公
文
書
等
の
管
理

に
関
す
る
法
律
（
公
文
書
管
理
法
）」
施

行
へ
の
対
応
、
地
震
等
の
自
然
災
害
へ
の

対
策
等
の
議
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
終
了
後
、
参
加

者
に
よ
る
本
館
の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
本
館
の
運
営
や
施
設
に
つ
い
て
活
発

な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
会
員
間
で
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

公
文
書
館
あ
れ
こ
れ

「
あ
の
二
日
間
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。」

　

こ
れ
は
、「
職
場
体
験
学
習
」
と
し

て
本
館
へ
訪
れ
た
あ
る
中
学
生
の
感
想

で
す
。「
職
場
体
験
学
習
」
と
は
、
中

学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
一
環
と
し
て
、
実
際
の
職
場
で
社
会

の
厳
し
さ
や
働
く
こ
と
の
尊
さ
を
自
ら

学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
し
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

対
象
と
な
る
職
場
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
、
家
電
量
販
店
、
ケ
ー
キ
店
な
ど

で
す
。

　

中
学
生
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
こ
う

い
っ
た
職
場
に
加
え
、
こ
こ
数
年
我
が

公
文
書
館
へ
も
体
験
希
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

え
っ
、
公
文
書
館
へ
？
と
驚
か
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
や
ら
本
や
図
書
館
に
興
味
が

あ
る
生
徒
が
本
館
を
希
望
す
る
傾
向
に

あ
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
彼
ら
に
は
二
日
間
と
い
う
短

い
期
間
に
、
刊
行
物
の
整
理
や
文
書
の

修
復
と
い
う
比
較
的
地
味
な
作
業
を
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
文
書
修
復

の
中
心
作
業
で
あ
る
「
ホ
ッ
チ
キ
ス
取

り
」
を
行
っ
た
生
徒
か
ら
は
「
集
中
力

と
忍
耐
力
が
必
要
で
す
ね
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
や
や
単
調
な
作
業
に
加

え
、
地
籍
図
で
自
分
の
家
の
位
置
を
探

し
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
昔
の

新
聞
を
読
ん
だ
り
と
い
う
よ
う
な
学
校

や
家
庭
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
も

経
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
の

感
想
は
こ
ん
な
珍
し
い
体
験
か
ら
出
た

言
葉
で
す
。

　

ま
た
、
彼
ら
よ
り
年
代
が
上
で
あ
る

大
学
生
も
本
館
で
職
場
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
と
呼
ば
れ
、
自
ら
の
専
攻
や
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
に
関
連
し
た
業
務
の
就
業

体
験
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
十
日
間
と
や
や
長
く
、
就

職
が
現
実
の
課
題
と
し
て
間
近
に
迫
っ

て
い
る
た
め
、
訪
れ
る
学
生
は
や
や
緊

張
気
味
で
す
。

　

実
習
と
し
て
は
、
刊
行
物
の
整
理
や

文
書
修
復
に
加
え
、
受
付
、
件
名
目
次

作
成
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
整
理
を
行

い
ま
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
に
関
し
て
、
あ
る
学
生
が

フ
ィ
ル
ム
リ
ー
ダ
ー
画
面
を
見
て
い
る

う
ち
に
目
が
回
り
気
分
が
悪
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り

ま
し
た
。

　

学
生
の
感
想
を
聞
き
ま
す
と
、
大
学

で
学
ん
だ
知
識
が
実
務
の
場
面
で
な
か

な
か
活
か
せ
な
い
と
い
う
歯
が
ゆ
さ
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　

中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
代
に
、
本

県
公
文
書
館
で
の
体
験
を
通
じ
、
働
く

こ
と
の
大
切
さ
や
や
り
が
い
を
感
じ
た

り
、
社
会
へ
出
る
直
前
の
大
学
生
が
公

文
書
管
理
の
実
務
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
役
割
や
大
切
さ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
た
ち
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
東
海
北
陸
地
区

公
文
書
等
保
存
利
用
事
務
協
議
会

開
催
報
告

研究会風景研究会風景

視察風景視察風景
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今
年
度
の
古
文
書
講
座
は
、「
Ａ
『
愛

知
県
史
』
掲
載
の
古
文
書
を
読
む
」・「
Ｂ

『
公
文
書
館
所
蔵
大
塚
家
文
書
』
を
読
む
」

と
題
し
て
、
二
名
の
講
師
に
よ
る
三
回
連

続
講
座
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
連
続
講
座

と
い
う
こ
と
で
、
講
義
時
間
に
十
分
な
余

裕
が
あ
っ
た
た
め
、
古
文
書
に
示
さ
れ
た

当
時
の
時
代
背
景
や
生
活
状
況
に
つ
い
て

も
詳
し
く
解
説
が
あ
り
、
受
講
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
は
「
大
変
興
味
深
く
、
楽
し
み

な
が
ら
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
こ
の
講
座
を
通
し
て
多
く

の
み
な
さ
ん
に
、
そ
の
時
代
の
生
活
や
文

化
を
吸
収
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

本
館
の
利
用
者
の
多
く
の
人
が
地
籍
図

を
閲
覧
さ
れ
ま
す
。
地
籍
図
と
は
、
明
治

十
七
年
に
作
成
さ
れ
た
地
図
で
、
原
則
、

一
村
が
一
枚
の
和
紙
に
千
二
百
分
の
一
で

記
載
さ
れ
た
地
籍
字
分
全
図
の
こ
と
で

す
。法
務
局
に
備
え
ら
れ
て
い
る
地
図（
通

称
、
公
図
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
の
前
身

と
も
言
え
る
地
図
で
す
。
本
館
で
は
利
用

に
あ
た
っ
て
、
原
寸
大
の
複
製
図
を
用
い

て
い
ま
す
。

　

本
館
の
利
用
者
の
多
く
は
、
こ
の
地
籍

図
と
地
籍
帳
の
閲
覧
が
目
的
で
、
そ
の
八

割
は
測
量
等
の
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
籍
図
に
は
、
法
務
局
の
公
図
等
に

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
官
有
地
の
道
路
及

び
水
路
の
幅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

参
考
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
測
量
業
者

の
方
々
を
始
め
と
し
て
県
、
市
町
村
職
員

や
法
務
局
、
財
務
局
等
の
国
の
職
員
の
利

用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
調
査
研
究
の
た
め
の
利
用
が
あ

り
ま
す
。
大
学
等
の
先
生
や
郷
土
史
家
や

卒
業
論
文
を
作
成
す
る
学
生
の
方
々
で

す
。
棚
田
、
島
畑
、
古
墳
、
城
跡
、
河
川

の
津
跡
、
さ
ら
に
は
、
名
古
屋
城
の
石
垣

の
材
料
で
あ
る
石
を
切
り
出
し
た
跡
等
い

ろ
い
ろ
と
研
究
の
参
考
に
な
る
地
図
と
評

判
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
も
こ
の
地
籍
図
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
た
と
え
ば
、
現
在
と
比
較
し
て
み
ま

す
と
、
今
は
地
下
鉄
の
駅
や
高
層
住
宅
が

建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
当
時
は
大
き
な

池
で
あ
っ
た
り
（
名
古
屋
市
千
種
区
池

下
）、
当
時
は
墓
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

今
は
大
き
な
住
宅
団
地
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
籍
図
に
は
、
宅
地
、
畑
、

田
、
道
路
、
水
路
（
溝
渠
）、
堤
塘
、
神

社
地
、
寺
院
敷
地
等
が
色
わ
け
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。と
こ
ろ
が
、

寺
院
敷
地
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
○

○
寺
と
は
っ
き
り
と
名
称
が
記
載
さ
れ
、

色
も
き
ち
ん
と
塗
ら
れ
て
い
る
村
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
村
が
あ
り
ま

す
。
名
称
が
記
載
さ
れ
ず
、
色
分
け
も
せ

ず
、
寺
院
敷
地
と
だ
け
書
か
れ
た
村
も
あ

れ
ば
、
そ
れ
す
ら
書
か
ず
宅
地
と
し
て
あ

る
村
ま
で
あ
り
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
こ

の
理
由
は
推
測
す
る
の
み
で
す
が
、
作
成

時
期
が
明
治
の
初
期
の
こ
と
か
ら
、
廃
仏

棄
釈
の
運
動
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
が
大
い

に
気
に
か
か
っ
た
村
と
そ
う
で
も
な
い
村

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
地
籍
図
は
江
戸
時
代
の
絵

図
と
異
な
り
、
近
代
的
な
地
図
で
す
。
し

か
も
作
成
さ
れ
た
明
治
十
七
年
は
、
十
年

後
に
は
日
清
戦
争
が
始
ま
る
よ
う
に
、
西

洋
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
と
国
民
が
力
一

杯
が
ん
ば
っ
て
い
る
時
代
で
す
。
と
は
い

う
も
の
の
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
も
残
っ
て

お
り
、
地
籍
図
を
の
ぞ
い
て
時
代
の
変
遷

に
浸
る
の
も
一
興
で
す
。

古文書講座風景古文書講座風景

古文書講座風景古文書講座風景

古
文
書
講
座
報
告

県の花　カキツバタ

県の鳥　コノハズク

地
籍
図
か
ら

見
え
る
こ
と
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　

戦
中
・
戦
後
の
食
糧
不
足
を
補
う

た
め
、政
府
が
児
童
生
徒
に
団
栗（
ド

ン
グ
リ
）
の
拾
集
を
指
示
し
た
と
知

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
す
る
資
料
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

愛
知
県
田
口
農
林
学
校
の
「
昭
和

二
十
年
度
受
付
文
書
綴
」
及
び
「
昭

和
二
十
年
度
発
送
文
書
綴
」
に
「
団

栗
集
荷
ニ
関
ス
ル
件
」
と
そ
の
「
報

告
」
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

昭
和
二
十
年
十
一
月
三
十
日
付
で

田
口
町
農
業
会
長
か
ら
田
口
農
林
学

校
長
あ
て
に
、「
現
下
食
糧
事
情
ノ

逼
迫
ニ
ツ
レ
未
利
用
資
源
ノ
粉
食
化

ハ
国
策
ノ
中
心
」
で
あ
る
の
で
、「
食

糧
ノ
供
出
ヲ
要
請
」
す
る
も
の
で
あ

り
、「
現
在
迄
ニ
集
荷
セ
シ
数
量
及

今
後
集
荷
シ
得
ベ
キ
数
量
」
の
報
告

を
求
め
る
内
容
の
文
書
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

同
年
十
二
月
七
日
付
の
田
口
農
林

学
校
長
か
ら
の
報
告
は
、「
現
在
迄

ニ
集
荷
セ
シ
数
量
二
石
七
斗
」「
今

後
集
荷
可
能
予
想
数
量
二
石
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
二
十

日
に
は
、
政
府
の
内
報
を
受
け
て
愛

知
県
教
育
民
生
部
長
よ
り
各
中
学
校

長
・
各
各
種
学
校
長
あ
て
に
「
未
利

用
資
源
蒐
集
停
止
に
関
す
る
件
」
の

文
書
が
出
さ
れ
、
団
栗
の
拾
集
は
停

止
と
な
り
ま
し
た
。

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

利 用 案 内

◆ 交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

◆ 開 館 時 間
午前9時～午後5時

◆ 休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

◆ 利 用 方 法
・資料の閲覧は無料です。
・閲覧をする場合は、備え付けの「閲覧票」
に所定の事項を記入のうえ、受付に提出
してください。
・所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
　ただし、一部複写できないものがあります。
・館外貸出は行っておりません。

◆ 展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

ホームページアドレス　　http://www.pref.aichi.jp/kobunshokan/

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
六
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
公
文
書
管
理
法
施
行

に
よ
り
、
公
文
書
館
の
役
割
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
公

文
書
館
の
役
割
を
考
え
る
た
め
、
本
館

の
歩
ん
で
き
た
足
跡
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。

▽
図
書
館
と
は
勝
手
が
違
う
た
め
に
、
本

館
を
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
に
は
戸
惑

わ
れ
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
御
利
用
の
多
い
本
館
所
蔵

の
行
政
刊
行
物
利
用
ガ
イ
ド
を
掲
載
し

ま
し
た
。
御
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
本
年
度
の
古
文
書
講
座
は
、
昨
年
度
の

反
省
・
要
望
を
ふ
ま
え
て
連
続
講
座
に

し
ま
し
た
。
受
講
希
望
者
が
多
く
、
県

民
の
み
な
さ
ん
の
古
文
書
に
対
す
る
興

味
・
関
心
の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り　

第
十
六
号

平
成
二
十
四
年
三
月
十
九
日

編
集
発
行　

愛
知
県
公
文
書
館

　

〒
四
六
〇

〇
〇
〇
一

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二

三

二

　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
内

　

電　

話
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
〇
二
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
九
〇
二

　

電
子
メ
ー
ル

　
　
　

kobunshokan@
pref.aichi.lg.jp

編

集

後

記

県の魚　クルマエビ


